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株式会社浅井ゲルマニウム研究所 
 

「ゲルマニウム化合物は全て危険」という誤解に、科学的データで向き合う 

水溶性有機ゲルマニウム「アサイゲルマニウム」の安全性評価データを総括した論文が、 
国際食品科学誌 Journal of Food Scienceに掲載 

 
 
株式会社浅井ゲルマニウム研究所（本社︓神奈川県川崎市、代表取締役︓梅田大介）は、独自素材「アサイゲ

ルマニウム」について、これまでに蓄積してきた安全性関連データを体系的に整理し、アサイゲルマニウムの安全性評価に関
する情報として公表しました。 
本論文は、2026年 6月 21日に食品科学分野の国際学術誌 Journal of Food Science に掲載されました。 
 
「アサイゲルマニウム」は、当社創設者である浅井一彦により、1967年に創製された水溶性有機ゲルマニウム化合物で

す。現在は食品素材や化粧品原料として利用されています。 
一方で、1980年代に毒性のある無機ゲルマニウムによる健康被害が報告されたことから、現在でもゲルマニウム化合

物全般の安全性を懸念する声があります。しかし、「ゲルマニウム」という名称を含んでいても化合物ごとに構造や性質が大
きく異なるため、一概に安全性を評価することはできません。 

 
本論文では、創製以来研究を積み重ねてきた当社独自の有機ゲルマニウム「アサイゲルマニウム」に関し、これまでの未

公開データも含めて全体像をまとめました。化学的特徴に加え、摂取後に構造変化を伴わず体内を巡った後、排泄される
という試験結果を示しています。加えて、各種の安全性試験データを整理することで、過去に問題となった無機ゲルマニウ
ム化合物との違いを科学的に示しています。 

 
本論文のポイント 

1. 無機ゲルマニウム化合物との違いを整理 
 過去に健康被害が問題となった無機ゲルマニウム化合物とアサイゲルマニウムは、化学的特徴や体内での吸収・
代謝・排泄のされ方が異なります。 
 本論文では、無機ゲルマニウムの一種である二酸化ゲルマニウムと、アサイゲルマニウムを比較した研究データを整
理しています。アサイゲルマニウムは、体内で無機ゲルマニウムに分解されたり、蓄積することなく、主に尿や便から排
泄されることが報告されています。（体内動態グラフ別添） 
 

2. 食品素材として、多面的な安全性評価データを総括 
 本論文では、GLP基準（試験の実施・記録・管理に関して厳格な管理を課す基準）に準拠して行った６種の
安全性試験や、ヒトでの摂取における確認など、幅広い安全性評価データが整理されています。 
 食品素材であることを踏まえ、動物試験からヒトでの摂取試験まで、多面的な評価データがまとめられています。 
 

3. 正確な理解と安全な利用に役立つ情報を公開 
 本論文で示した知見は、有機ゲルマニウム化合物全般ではなく、あくまで「アサイゲルマニウム」が対象です。有機ゲ
ルマニウム化合物は、基原材料や製造方法が異なると、純度や構造等の性質が異なる可能性があります。 
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 当社は、アサイゲルマニウムに関する安全性評価データを整理・公開することで、科学的な根拠を提示しました。本
報告を通じて、関係機関や事業者、そして一般消費者の皆さまに、アサイゲルマニウムの安全性について正しくご理
解いただくための一助となることを目指しています。 

 
掲載論文について 
タイトル 
Summary of the safety assessment data of the most common organogermanium food 
ingredient, Asaigermanium (poly-trans-[(2-carboxyethyl)germasesquioxane]) 
著者 
Sota Doiyama1、Takashi Nakamura2 
所属 
1 Asai Germanium Research Institute Co., Ltd.  
2 Hakodate R&D Center of Asai Germanium Research Institute Co., Ltd. 
掲載誌 
Journal of Food Science, 2026; 91:e71204 
DOI 
https://doi.org/10.1111/1750-3841.71204 

 
これまでの安全性に関する取り組み 
当社では、アサイゲルマニウムについて、今回の論文で整理されている各種の安全性評価を積み重ねてきました。また、

2019年には公益財団法人 日本健康・栄養食品協会の「健康食品の《安全性自主点検》認証登録制度」において認
証登録を受け、健康食品の安全性に対する自主的な取り組みが、第三者の視点からも確認されています。 
 

研究と情報公開に対する当社の姿勢 
当社は、アサイゲルマニウムを通じて人々の健康と幸福に貢献することを目指し、研究を重ねてきた企業として、その安

全性について丁寧に説明する責任があると考えています。 
今回の安全性に関する総説論文は、50年以上にわたり蓄積してきた評価データを整理したものです。専門家の方々

をはじめ、アサイゲルマニウムに関心をお持ちのすべての方に、より正確にご理解いただくことを目的としています。今後も研
究活動と情報公開を通じて、科学的根拠に基づく確かな情報をお届けし、アサイゲルマニウムへの理解を深めていただける
よう努めてまいります。 

 
会社概要 
会社名︓株式会社浅井ゲルマニウム研究所 
本社所在地︓神奈川県川崎市麻生区万福寺 1-1-1新百合ヶ丘シティビルディング 3F 
代表者︓代表取締役社長 梅田大介 
事業内容︓食品・化粧品原料としての有機ゲルマニウム「アサイゲルマニウム」の製造及び販売 
公式サイト︓https://www.asai-ge.co.jp/  
 
本件に関するお問合せ先 

担当者︓株式会社浅井ゲルマニウム研究所 企画部 齋藤智基 
電話番号︓0138-32-0032 
お問い合わせフォームはこちら  

https://business.form-mailer.jp/lp/fa75d77c239925
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添付 
 

 
図１．投与後の血中アサイゲルマニウム水解物の濃度推移（出典︓論文中 Figure 3） 

 
 

評価項目 試験・条件の概要 主な結果 
単回投与毒性 ラットおよびビーグル犬へ一度に大量に投与し

た際の毒性 
ラット経口 LD50(※)：雄 14,500 mg/kg、雌 14,900 mg/kg 

犬 LD50：＞8,500 mg/kg 

※試験動物に投与した際、半数(50%)が死んでしまうと予想される量 

亜急性/ 

慢性毒性 
ラットおよび犬へ 1〜12 か月間継続して投与

した際の体の機能などへの影響 

高用量で軟便・下痢、体重・生化学指標が変動。 

NOAEL（無毒性量）は 270～1,250 mg/kg/day (試験系により異なる) 

生殖発生毒性 妊娠、授乳期のラットおよびウサギに投与した

際の母仔への毒性 

試験範囲内で胎児発生に関する有害所見は報告されず。 

胎児に対する NOAELはラットでは妊娠初期～胎児発生段階で 4,000 

mg/kg/day、出生前後で 2,000 mg/kg/day、ウサギでは胎児発生段階で

1,000 mg/kg/day。 

抗原性 

(非 GLP試験) 

モルモットおよびウサギに注射で投与した際のア

レルギー反応の有無 
全身性アナフィラキシーおよび受動皮膚アナフィラキシー反応は陰性。別途実施

した GLP試験の 24時間閉塞貼付試験では皮膚感作も示されず。 
遺伝毒性 細菌、細胞、マウスを用いた、遺伝子の突然

変異や染色体異常の有無の評価 

復帰突然変異、染色体異常、小核試験のいずれの試験でも陰性。変異原性

は確認されず。 
発がん性 rasH2 マウスに対し 26週、F344 ラットに対

し 104週、飼料中に 0～2.5%添加し投与

した際の発がん性 

rasH2 マウスでは、腫瘍性病変の増加なし。 

F344 ラットでは、高用量で、血中のカルシウムとリンのバランスが崩れることによる

と考えられる副腎髄質の褐色細胞腫が増加した。（ただし同様の報告はヒトで

は無く、ラット特異的な機序であると考えられる。） 

ヒト試験 健康成人 23名(25〜75 mg/kg/day)、 

12名(1,000 mg/day)継続飲用時の健康

への影響 

それぞれの試験条件で、副作用と考えられるような臨床症状等は認められなかっ

たと報告。 

表１．安全性評価試験のまとめ（論文中記載、及び Table 3-1、Table 3-2 を抜粋・要約したもの） 
 


